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SDGs（持続可能な開発目標）は、地
球上に住む全ての人が暮らしやす
い社会を将来に引き継いでいくた
めの世界共通の１７の目標です。

Ｓustainable（サスティナブル：持続可能な）
Development（ディベロップメント：開発）
Goals（ゴールズ：目標）

　海の豊かさを将来にわたり引き継いでいくSDGｓの取り組みとして、令和５年10月２９日に渡波海水浴
場にてビーチクリーンを実施しました。
　今回は、石巻圏域ＳＤＧｓパートナーである一般社団法人石巻海さくら様と連携して実施したもので、
ベガルタ仙台様にもロゴ入りTシャツの提供など協力いただきました。

問　SDGs移住定住推進課（内線4224）

渡波海水浴場ビーチクリーン

　当日は曇り空で少し肌寒い中、およそ９0名の
市民の皆さんや、市内企業、団体の方に参加いた
だきました。
　約3時間の清掃の間に、ビニール紐、空き缶、空
き瓶、発泡スチロールなどで各自の持っているゴ
ミ袋が満杯になり、１２０個以上になったほか、軽ト
ラック1台分の粗大ゴミも回収することができま
した。
　参加者は「思った以上にゴミがあったがビー
チがキレイになってとても良かった。」「機会が
あれば、また参加したい」と話していました。

【お詫びと訂正】
　 市 報 いしのまき令 和5年12月号13ぺ ージ

「SDGsアクション」のコーナーにおきまして、「株
式会社武山興業様」および「株式会社エスディ佐
藤電気様」の会社名に誤りがありました。
深くお詫びして訂正いたします。

【正】株式会社武山興業
【誤】株式会社武山興行

【正】株式会社エスディ佐藤電気
【誤】株式会社エスディ佐藤電機

ピックアップ

みんなで命を守る行動実践
地震・津波に備え総合防災訓練 地域と学校の連携確認

　「津波防災の日」の11月５日、令和5年度の石巻市総合防災訓練が市内
全域で行われ、市民が震度６強の地震や大津波から命を守る行動を実践し
ました。特に沿岸部では、住民が新たに全戸配布された津波ハザードマップ
を手に浸水想定区域外や高台の避難場所までのルートを確認していました。
　シェイクアウト訓練後には、地域ごとに自治会や自主防災組織による訓練
が行われました。今回から初めて市立小中高50校全てを登校日とし、中学

生が避難所でリーダーを務めるなど地域と学校の連携を強くしました。
　このうち青葉中学校では、生徒と地元の町内会が初期消火訓練や即席
の担架作りに取り組みました。また、釜小学校ではスマートフォンによる避難
所受付が試験的に導入され、市民から使い勝手をよくするための意見を集
めました。
問 　危機対策課（内線4310）
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石巻市立桜坂高等学校

第42号桜坂だより
こんにちは、桜坂高等学校です。
令和5年１０月１８日・１９日の２日間、体育大会が行わ
れました。今回は、その様子を紹介します。

全クラス対抗のバレーボー
ル、バスケットボール、バド
ミントンに加え学年対抗の
バーゲンセール（綱取り合
戦）、クラス全員参加のリ
レーと障害物競走、ドッジ
ボールの計７種目で熱戦が
繰り広げられました。

市報 いしのまき　令和6年（2024年）1月号

選管だより vol.3

　年末年始はお歳暮やお年賀など、贈り物をすることや貰うことが
多いシーズンですが、「三ない運動」という言葉を知っていますか？　
　政治家が選挙区内の人にお金や物を贈る事や、政治家に寄附や贈り
物を求めることは、公職選挙法によって禁止されています。
　きれいな政治、お金のかからない政治の実現や選挙の公正の確保を
目指すためには、贈らない、求めない、受け取らないことが大事です。
　この３つを守って明るい選挙を実現しましょうという運動を、
「三ない運動」と呼びます。
　贈り物が禁止される対象例は下の図をご覧ください。

※�政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してそ
の場で行う場合など、一部は罰則適用外となる場合が
あります。詳しくは、選挙管理委員会事務局に問い合わ
せください。

「三ない運動」を知っていますか？

問 　選挙管理委員会事務局(内線5823)

プレーだけではなく、 応援に
も熱が入り、自分のクラスや
学年を全力で応援する姿が見
られました。 

閉会式の実行委員長の挨拶
では「クラスの結束力が強
まった」と２日間を振り返って
いました。

詳しくはこちら
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みんなで歌うことで交流を深め、地域の絆を深めています
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14
団
体
で
４
年
ぶ
り
芸
能
祭

　桃生文化協会と桃
生公民館で構成する実
行委員会主催の「第
43回桃生地区芸能
祭」が令和5年12月3
日、桃生公民館文化
ホールで開かれまし
た。コロナ禍の中止を
挟んで４年ぶりの開催
となり、同地区で活動する14の芸能・文化団体が出演しました。桃生中学校総合文化部
吹奏楽班による軽快な演奏で幕が開くと、日本舞踊やスコップ三味線、マジックショー、は
ねこ踊りなど多彩な演目が次 と々繰り広げられ、会場は盛り上がりを見せました。

桃 生 地元芸達者の晴れ舞台

３
月
開
通「
山
下
中
里
高
架
橋
」

　3月の完成を目指す都
市 計 画 道 路「七 窪 蛇 田
線」の新しい橋の名前が、

「山
や ま し た

下中
な か さ と

里高
こ う か き ょ う

架橋」に決ま
りました。ＪＲ線を越え
て山下、中里地区をつな
ぐ橋で、開通すれば石巻
駅周辺の車の流れがよ
り円滑になります。令和
5年11月20日には、山下、中里の両小学校の児童が書いた文字を元に
した橋名板の取付式があり、招かれた各６年生児童は舗装前の車道に
チョークで絵やメッセージを描き込み、思い出も残しました。

石 巻 児童の文字が橋名板に

地
区
の
子
ど
も
ら
鑑
賞

　全国で着ぐるみ人形劇
を上演している「劇団バ
ク」の公演が、令和5年11
月６日に鮎川小学校の体
育館で行われました。「こ
んにちは人形劇」と題した
東北電力主催の企画で、
牡鹿地区保育所の子ども
たちと鮎川小、大原小、寄
磯小の１～３年の児童計
26人が「泣いた赤鬼」を鑑賞しました。子どもらはコミカルな着ぐるみの動き
を楽しみ、ちょっぴり切ない物語に感じ入っていました。

牡 鹿 着ぐるみ人形劇に感激

第
６
回
大
会
に
約
30
人
参
加

　河北地区パークゴル
フ大会が令和5年11月
23日、同地区健康づくり
パークで行われました。
北上川と里山に囲まれ
た同パークは昨年６月に
オープンし、大会は地元
の愛好者らでつくる河
北パークゴルフクラブが
毎月開いています。６回目の大会には70～80代を中心にした約30人が参加
し、３、４人ずつ２コースを２度回って成績を競いました。わきあいあいとしたプ
レーに天気も味方し、健康づくりと親ぼくを深めました。

河 北 パークゴルフで健康づくり

お
が
つ
縁
日
に
ぎ
わ
う

　道の駅硯上の里おがつは
令和5年11月23日、「おがつ
縁日」を開き、名物のホタテ
を焼いて販売するなどして訪
れた人をもてなしました。天気
も良く、懐メロやアカペラの
ステージを視聴しながら屋外
での食事を楽しむことができ
ました。屋内では輪投げや射
的、わたあめの販売コーナー
があり、家族連れでにぎわいました。硯上の里はほぼ毎月イベントを行ってお
り、１月8日（月・祝）は年始にちなんだ企画を用意しています。

雄 勝 ホタテ焼きやステージ満喫

太
平
洋
写
真
学
校
北
上
教
室

　北上地区の風光明媚な景色の
中で学ぶ「太平洋写真学校北上教
室」が令和5年12月2日～3日に開
かれました。地区内外から39人の
写真愛好家が参加しました。講師に
は写真家の竹内正さん、井村淳さ
ん、清水哲朗さんを迎え、北上川河
口のヨシ原を舞台に写真撮影実習が開かれました。地域伝統の「女川法印神
楽」も披露され、光の入り方やレンズの使い方、設定の方法などを教わりながら
参加者が熱心にシャッターを切りました。終了後は追分温泉で一泊。２日目は朝
日の撮影や作品の講評が行われ、それぞれがステップアップするためのアドバ
イスをプロから教わりました。最後は全員に修了証書が手渡されました。

北 上 プロ講師から技術伝授

第
23
回
旭
山
ク
リ
ー
ン
作
戦

　第23回旭山クリー
ン作戦が令和5年11
月12日、コロナ禍 の
中止を経て４年ぶりに
行われました。北村小
学校の児童やＪＡいし
のまき、地元の住民が
参加し、登山も兼ねな
がら、落ち葉を払って
山頂の神社に続く参
道をきれいにしました。新米のおにぎりが振る舞われたほか、野菜が当たるビ
ンゴ大会もありました。

河 南 清掃登山で緑豊かな山に


